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理学療法士国家試験対策における
学習動機づけの調整スタイルの類型化とその特徴

○成田亜希（白鳳短期大学） 宮本友弘（東北大学）

キーワード：国家試験，学習動機づけ

問題と目的

理学療法士養成校の学生は卒業年度の 月に国

家試験の受験がある。本研究の協力校では， 月

に本格的な国家試験対策が開始され， 月には多

くの学生が，模擬試験で合格点を取り始める。国

家試験対策における学生個々に合わせた学習支援

の在り方を探るためには，学習動機づけを明らか

にする必要がある。自己決定理論によれば，個人

の中には， つの動機づけの調整スタイル（外的

調整・取り入れ的調整・同一化的調整・内発的動

機づけ）が存在し，速水（ ）は，それぞれの

強度にも違いがあるとしている。このような調整

スタイルによる個人差に着目し，それらの類型に

よって模擬試験成績及び動機づけ的側面の自己調

整学習方略，原因帰属，対処行動を比較し，学習

支援の在り方と課題を検討した。

方 法

調査対象・手続き 年制の理学療法士養成校に

年～ ＋ 年に入学した 名を対象に最

終学年の 月に模擬試験を実施した直後，質問紙

調査を行った。なお，本調査は白鳳短期大学 倫理

委員会の承認を得て実施した。

調査内容 （ ）学習動機づけ 速水ら（ ）が

自己決定理論に基づき作成した動機づけ尺度（

項目）を修正して使用。（ ）動機づけ的側面の自

己調整学習方略 伊藤（ ）の情動的な学習方

略（ 方略）を基に質問項目（ 項目）を作成。

（ ）勉強の出来具合に対する原因帰属

（ ）の 次元モデルに基づき速水（ ）が

作成した 項目を使用。（ ）対処行動 テストに

失敗にした場合，どのように対処しているかを速

水（ ）が作成した 項目を使用。回答は 段

階評定とした。

結 果

学習動機づけ尺度の つの下位尺度得点を使用

してクラスタ分析（ 法）を行った結果，デン

ドログラムから クラスタが妥当と判断した。各

クラスタを外的調整・取り入れ的調整が高い「統

制的動機づけ群」，同一化的調整・内発的動機づけ

が高い「自律的動機づけ群」，すべての調整スタイ

ルが低い「低動機づけ群」と命名した。 は，

各群の有意差が見られた尺度の記述統計量を示し

たものである。なお，動機づけ的側面の自己調整

学習方略は， 項目を主因子法・ 回転によ

る探索的因子分析の結果から気持ちの調整，やる

気の喚起，学習方法の工夫と命名した下位尺度を

構成した。群を要因に分散分析を行った結果（多

重比較は 法， 水準で実施），模擬試

験成績では，自律的動機づけ群が統制的動機づけ

群よりも有意に高かった。動機づけ的側面の自己

調整学習方略のいずれの下位尺度においても，自

律的動機づけ群や統制的動機づけ群は，低動機づ

け群よりも有意に高かった。原因帰属では，「努力

不足」，「運の悪さ」で，低動機づけ群が自律的動

機づけ群よりも有意に高かった。対処行動では，

「次の新しい目標を設定」で，自律的動機づけ群

や統制的動機づけ群が低動機づけ群よりも有意に

高く，「今回の失敗は重要なことではない」で，統

制的動機づけ群が自律的動機づけ群よりも有意に

高かった。「できなかった所を先生に尋ねる，本で

調べる」「失敗の原因を考え改める」においては，

自律的動機づけ群 統制的動機づけ群 低動機づけ

群の順で有意に高かった。

諸変数の平均（ ）と標準偏差（ ）

考 察

以上のように， つの群には学習への取り組み

に関して固有の特徴があることが分かった。そう

した特徴に応じた指導が必要である。特に，統制

的動機づけ群には，回避的な対処行動にならない

よう，問題焦点型の対処行動を指導し，低動機づ

け群には，動機づけ的側面の自己調整学習方略の

使用を促し，動機づけを高める学習支援が必要で

あると考える。
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チーム内での立場と学習意欲（ ）
―複数の少年サッカーチームにおける比較検討―

名取洋典（医療創生大学）

キーワード：少年サッカー，動機づけ，継時的調査

問題と目的

チーム内での立場の違いを超えた「一体感」が生

まれることで，チーム全体の意欲が高まったという

ような逸話を聞くことがある。

本研究では，チームの中での立場の違いにより，

活動に対する学習意欲に違いがみられるのかを明ら

かにすることを目的とした。

名取（ ）の 回行われた継時的な調査の結果，

自身のことをレギュラー選手だと自覚している競技

者とそれ以外の競技者の学習意欲では，（ ）有能感

は一貫して，レギュラーの方が高いこと，（ ）困難

の克服は後半では，レギュラーの方が高いこと，一

方，（ ） 回目の調査では，レギュラーの方が低か

った不安は， 回目， 回目では，むしろレギュラー

の方が高くなっていたことが示された。今回は，複

数のチームを対象として，これらの結果が再現され

るかどうかを検討した。

方 法

調査対象者および調査時期

つの少年サッカーチームに所属する小学 ， 年

生を対象とした。調査は， 年 月から 年

月まで， ヶ月に 回，計 回行った。今回は，

回目（ 月， 名）， 回目（ 月， 名）および，

回目（ 月， 名）， 回目（ 月， 名）のすべ

ての調査に参加したチームのデータを分析の対象と

した。

調査内容

基本属性 性別と年齢に加え，ポジション（ ・

・ ・ ・決まっていない）と出場機会（レギュ

ラー・サブ・試合によっていろいろ）を尋ねた。

サッカーにおける学習意欲 名取（ ）が，西

田（ ）が作成した項目を変更して用いたのと同

じ尺度項目を用いた。（ ）学習ストラテジー，（ ）

困難の克服，（ ）学習の規範的態度，（ ）運動の有

能感，（ ）学習の価値，（ ）緊張性不安，（ ）失敗

不安という つの下位尺度について各 項目の

項目（ 件法）で測定した。

調査期間および手続き

年 月に調査趣旨の説明をした上で，協力に

同意を得た つのチームの代表者に，調査対象者分

の調査用紙を郵送し，実施とチーム内での回収およ

び返送を依頼した。内， チームは事情により， 回

目の調査のみ返送された。

倫理的配慮

いわき明星大学（現医療創生大学）研究倫理審査

委員会の承認を得て行った（承認番号 ）。

結果と考察

各回のサッカーにおける学習意欲の つの下位尺

度を従属変数，立場（レギュラー・非レギュラー）

とチーム（チーム ・チーム ・チーム ）を独立変

数とする， × の二要因分散分析を行った。すべて

の分析において，有意な交互作用はみられなかった。

月は運動の有能感への，立場の有意な主効果

（ η ）のみがみられた。

レギュラーの有能感は，それ以外の競技者に比べて

高いことを示す結果であった。 月においても，運

動の有能感への，立場の有意な主効果がみられた

（ η ）。ここでも，レギ

ュラーの有能感は，それ以外の競技者に比べて高い

ことが示された。しかし，有能感以外に立場の有意

な主効果はみられなかった。

一方で，チームの主効果は， 月， 月の学習ス

トラテジーにおいて有意（

η η ）であった。

また， 月， 月， 月の学習の価値への，チーム

の 主 効 果 も 有 意 で あ っ た （

η η

η ）。多重比較を行った

結果，チーム に比べて，チーム ，チーム の得

点が高い傾向が示唆された。加えて， 月の困難の

克服，学習の規範的態度への，主効果も有意であっ

た（ η

η ）。チーム に比べて，チーム の得

点が高いことを示す結果であった。

今回の結果からは，チーム内での立場の違いより

も，チーム間の違いが，活動に対する学習意欲に，

大きく影響することが示唆されたと考えられる。
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付 記

本研究は 科研費 の助成をうけた

ものです。
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